
 

 

 
 
 

 

 

　JICA イエメン国別研修「復興計画策定能力向上」 

横田副知事表敬訪問の実施について 
 
 
 

　　JICA（独立行政法人国際協力機構）による、イエメンの復興・開発に取り組む中央及び州行政

官を対象とした復興計画作成能力向上のための研修事業の実施にあたり、研修の一環として横田副

知事への表敬訪問を実施します。 

 

１　日　　時　　令和７年７月２５日（金）　１５：３０～１５：５０ 

２　場　　所　　県庁北館２階　第１会議室 

３　訪 問 者　　イエメンの復興・開発に取り組む各省庁の副大臣級官僚、局長級官僚、 

地方行政官や大統領指導評議会メンバーなど６名 

JICA、JICE（日本国際協力センター） 同行者４名　 

４　次　　第　　横田副知事歓迎の挨拶 

　　　　　　　　訪問団代表挨拶 

　　　　　　　　意見交換 

　　　　　　　　記念品贈呈 

　　　　　　　　記念撮影 
 
※言語：日本語（日本語⇔アラビア語、逐次通訳あり） 
 
 
 
 
 

イエメン共和国は、2011 年に始まった「アラブの春」でサレハ大統領が退陣し、当時のハディ

副大統領が暫定大統領として民主化と国民和解のプロセスを担った。しかし、両プロセスが進まな

いまま、2014 年にシーア派の武装組織ホーシー派が首都サヌアを制圧し、2015 年 3 月以降内戦

状態が継続している。2019 年 8 月、イエメン政府とイエメン南部の独立勢力「南部移行評議会

（STC）」との間で戦闘が発生。その後、サウジアラビアなどによる仲介の下、2019 年 11 月、STC 

出身官僚を含む新政府樹立を目指した「リヤド合意」が署名された。その後もイエメン国内で両者

間の衝突が継続し、リヤド合意は履行されずにいたものの、2020 年 12 月、同合意に基づき新内

閣が発足した。2022 年 4 月、サウジアラビアが率いるアラブ有志連合とホーシー派が国連の仲介

の下、2 か月間の停戦に合意実現も同年 10 月に失効し、国連等による仲介努力が継続されるも実

行力のある停戦及び和平の見通しは立っていない中、ホーシー派は、首都サヌアを含む北西部（全

人口の約 7 割が居住）を実効支配している。2023 年 3 月のサウジアラビア、イランの国交正常

化に伴い、4 月には捕虜の交換などが実現した。2023 年 10 月のガザ危機以降、ホーシー派がド

ローン・ミサイル攻撃を実行し、紅海での海運に大きな影響を与えている。2024 年 1 月以降、米

英ならびにイスラエルによる空爆が継続している状況である。 
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イエメン紛争の背景



 
 
 
 
 

2019 年 2 月、JICA はイエメン政府関係者（大臣級）の本邦招へいを実施し、我が国が経験し

た第二次世界大戦後の復興・開発の経験等の知見を共有するとともに、和平合意後のイエメンの復

興・開発を見据えて、イエメン政府関係者とのネットワーク構築と強化を図った。この結果、イエ

メン政府から内戦後の復興期における具体的な復興・再生計画の策定能力向上を目的とした国別研

修（2021-2023)が要請された。 

本国別研修を通じた復興の推進は、国別開発協力方針の重点分野１「人道状況の改善及び国家再

建支援」に合致する取り組みであり、JICA 平和構築グローバル・アジェンダ（GA）の人間の安全

保障アプローチによる紛争予防と強靭な国・社会づくりに対応し、「脆弱地域における地方行政能

力強化・強靭な社会の形成と信頼醸成」クラスターに位置づけられるものである。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全研修期間：令和７年７月 22 日～７月 31 日（研修場所：神奈川、広島、東京）

 日程 内容
 ７/23(水) 広島着
 

７/24(木)
広島平和学習（平和記念資料館等）

 広島の戦後復興の歩み（広島県）
 

７/25(金)
広島市の戦後復興（広島市）

 
横田副知事表敬

 
７/26(土) 広島城・縮景園訪問

 
７/27(日) 休日

 
７/28(月)

世羅町訪問
 広島→横浜

広島での主な日程

JICA イエメン国別研修の背景


